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●年度別登録数一覧
年度 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020※ 合計

会員登録
数 10 48 65 51 94 32 13 6 319

自主宣言
登録数 0 0 39 38 40 28 6 3 154

会員数 自主宣言数が
年々増加しています！

※2020年度は2021.1.31時点

●業種別登録数
業種 合計

建設業 107
製造業 31

卸売・小売業 22
サービス業 21
医療・福祉 15
情報通信業 13
金融・保険 15

行政 14
個人 14
CSO 9
その他 58
合計 319

登録数
319
2021/1/31

現在

ワーキンググループ

女性の活躍推進佐賀県会議

▲第6期ワーキンググループメンバー

“女性の活躍推進佐賀県会議”とは、
女性の社会進出を考え、女性がその柔軟なセン
スを発揮し、日本経済において活躍することが
できる社会の実現のために経済団体、地域社会
が一体となって取り組むプロジェクトです。
女性の活躍推進佐賀県会議の取り組みを進め

るため、県内各企業から集まったメンバーが
Jump Up Women SAGA（ワーキング
グループ）を組織し、「重点活動項目」に資す
る事業についての検討や調査、自己研鑽など、
経済界のリーダー（企画委員会）の下、核とな
り活動しています。
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自主宣言とは女性管理職比率・数の向上、女性が活躍しやすい育児支援等社内
制度の整備並びに教育の充実などの目標に向けた取組を進めるための宣言



2020年度ＷＧ活動報告

7/17 ＜第２回ワーキンググループ＞
オンラインＺｏｏｍ会議

8/21

「オンライン会議について」
今年度は時間の有効活用を目的にオンライン
での参加を計画していたところ、コロナ感染
症の流行により、これからの働き方の一つと
してワーキング会議でのオンライン参加を可
能としました。今回はZoomの利用方法、会
議の進め方について福成氏にご指導をしてい
ただきました。
14:30からZoom会議室がオープンになり、随
時メンバーが入室。
15:00から参加者の確認を行い会議がスタート。
・Zoomの仕組み
・Zoom会議の開催方法
・グーグルスライドの利用方法
3点について指導を受けた後、各グループ内
で取組テーマ、受けたいセミナーについて、
オンライン会議を行いました。
初回のオンライン会議でしたが、活発に意見
が飛び交っていました。

＜第3回ワーキンググループ＞
グループ会議

「グループ活動」
各グループで１年間の活動内
容について議論しました。
情報の収集方法、企業訪問に
ついてなど様々な意見が出ま
した。

6/19 ＜第１回ワーキンググループ＞
「第6期生発足」
一年間のWG活動の概要を決定し活動を開始

「事務局から 本年度の活動目的について」
ＷＧメンバーは様々な課題を調査、検討し、最終的に女性の活躍推進佐賀県
会議へ提案していただくのが年間を通しての活動になります。
異業種の方々が集まる機会を利用して有意義な１年にしていただけることを
祈念しております。

本年度の大テーマは「２０２０年以降の『私たちの働き方』
ニューノーマルな働き方の探求・先進企業例の発掘、調査、視察」

第１回目の会議は、ファシリテーターに(株)アテンド 代表取締役の福成氏を迎え、
一年間のスケジュール、今までのＷＧの取組を確認し、グループ構成を行いました。

「福成氏から Jump Up Women の活動を通して、大切にしてほしいこと」
・「いって（言・行）みる」「やってみる」が合言葉
・限られた時間の中で成果を出そう！（無理はせず、手抜きもせず）
・「越境」横のつながり、チーム作りを大事にしよう
・ワクワクは粋を超える。楽しんでやろう♪
主体的に取り組んでいきましょう

▲佐賀県庁地下１階
ＳＡＧＡＣＨＩＫＡにて



10/16
11/20
12/18

9/18

今年度のＷＧ取組テーマ「2020年（コロナ禍）以降の『私たちの働き方』』に基づき、各グループの課題解決のた
めにセミナーを行いました。講師は『NPO 九州 中倉 誠二 氏』に盛りだくさんの内容でセミ
ナーを行っていただきました。

＜第4回ワーキンググループ＞
セミナー「コロナ共生時代の働き方について」の開催

＜第５，６，７回ワーキンググループ＞
グループ活動

①コロナ禍で変わったこと
・急増している共働き世帯・迫り来る大介護時代・新入社員の意識変化・新しい生活様式
・新しい生活様式の例・コロナ禍をどうとらえるか
②女性活躍推進のために
・改革には３つの切り口（意識改革、業務改善、制度整備）がある。・アンコンシャスバイアス
・業務改善 ４大「時間泥棒」の退治・男性の理想像の変化
③「イクボス」の紹介

イクボス、テレワーク、ICTの活用について等への質疑応答もあり、活動のヒントが見つかったセミナーでした。

1/15 ＜第8回ワーキンググループ＞
活動成果発表会に向けたリハーサル

第５回ワーキンググループ会議
・Bグループは先進的な働き方の取組を行っている県内企業２社にインタビューを行いました。

第６回ワーキンググループ会議
・Cグループは佐賀県庁のテレワークについて人事課、情報課へオンラインでインタビューを
行いました。

第７回ワーキンググループ会議

・各グループ次回のリハーサルに向け内容固めを行いました。

３月１８日の活動
成果発表会まであ
と２ヶ月となる今
回は各グループご
とにプレプレゼン
テーションを行い
ました。参加者か
らのフィードバッ
クを参考に、今後
ブラッシュアップ
し、本番に臨みま
す。



あとがき（２０２０年度活動の振り返り）
第6期ＷＧメンバーの感想

女性の活躍推進佐賀県会議
Jump Up Women SAGA（ワーキンググループ）

第７期メンバー（定員１０名）を募集します。
《募集概要》
・対象者 女性が活躍できる環境作りに関心のある県内企業・

団体で働く女性
・任期 令和３年４月～令和４年３月
・開催頻度 1か月に１回程度開催

（原則偶数月第３金曜日 １５：００～１７：００）
・開催場所 主に佐賀市内
・申込先 女性の活躍推進佐賀県会議事務局

（佐賀県男女参画・女性の活躍推進課内）
TEL : 0952-25-7062 FAX : 0952-25-7338
メール : danjo-katsuyaku@pref.saga.lg.jp

※ご応募いただいた方から、業種や地域バランスによりメンバーを
選定させていただきます。

第６期ワーキンググループメンバー
九州電力(株)

(株)佐賀銀行

(公財)佐賀県女性と生涯学習財団

(株)佐賀新聞社

(大)佐賀大学

佐賀東信用組合

第一生命保険(株)

(株)中野建設

(株)バイオテックス

ＭＩＮＸ

ＭＵＫＵ

大谷 亮子

横田 礼美

角 亮子

山口 敬子

西村りつ子

西岡 智子

緒方由美子

吉村 貴子

新田 聡子

石丸 律子

佐伯美智子

Ｊｕｍｐ Ｕｐ Ｗｏｍｅｎ ＳＡＧＡ活動成果発表会のご案内
第6期メンバーの１年間の活動成果発表会を開催します。
ぜひ御出席いただき、メンバーの１年間の活動成果を御覧ください。

日時 令和３年３月１８日（木）１４：００～１５：００
会場 ホテル グランデはがくれ ２階 フラワーホール

（佐賀市天神２丁目１番３６号）

※新型コロナウイルスの感染状況により予定が変更になる場合があります。
変更の場合はＨＰにて御案内いたします。

女性の活躍推進佐賀県会議ＨＰ https://www.juw-saga.jp/

• この１年、異業種の方との交流は、自分の中に新しい風（考え）を吹き込む良い機会となりました。
皆さんと出会い、語らい、そして一緒に活動できましたことに感謝申し上げます。(大谷)

• 1年間WGに参加させていただき、改めて女性活躍について考えるきっかけを頂きました。この刺
激を今後に活かして参りたいと思います。(横田)

• 活動で出会ったメンバーからたくさんのことを学んだ。職場では経験できないものであり、ここで
の活動は大変有意義なものだった。このご縁をずっと大切にしたいと思う。(角)

• 普段の業務ではお会いできない方々と、短いながらも濃い時間を過ごすことができ大変ありがたい
機会でした(山口)

• 異業種のみなさまとそれぞれの立場で意見交換し、議論できたのでは大変貴重な体験でした。あり
がとうございました。( )

• 様々な価値観や考え方に触れることができ、刺激を受けました。当たり前と思っていたり、仕方が
ないと諦めていたことを見直すきっかけとなりました。(緒方)

• 女性が活躍するためには何が必要で、何が問題なのか。異業種の皆さまと一緒に学び・考える機会
を頂けて、私自身、視野を広げるきっかけとなり有意義な時間でした。（吉村）

• 活動を通じてメンバーから今まで知らなかった情報を教えて貰うこともあり、とても勉強になりま
した。ありがとうございました。(新田)

• 一年を通して多くの方々との出逢い、新しい知見を得られたことに心から感謝いたします。本当に
得るものの多い一年でした。ありがとうございました。(石丸)

• あっという間の1年間でした。普段お会いすることがない他業種で活躍されている方々との活動は、
刺激的で楽しい時間でした。また、女性の活躍だけでなく、コロナ禍での働き方や、誰もが活躍で
きるよりよい社会について考える機会となりました。(佐伯)

(社名五十音順）

（令和２年２月２１日 第５期メンバー 活動成果発表会）


